
1 
 

第１回専門委員会における指摘事項への対応 

 

【1,4-ジオキサン関係】 

指摘事項・意見 対応 

①今回は、排水規制の考え方について、従来の考え方を

踏襲する方針か。（中杉委員） 

今回の審議は従来の考え方を基本とし、

今後のあり方の検討は「今後の水環境保

全のあり方」で別途議論したい旨を回答。 

②特定の水源での汚染が過去に問題になった。浄水場に

入ると除去困難なので、そのような事態を防止できるよ

うな対策を検討してほしい。（浅見委員） 

公共用水域の汚染を未然に防止する管理

方策を今後検討。 

③洗浄剤中の副生成物問題については、公共用水域への

排水による汚染のみ扱うのか、直接的なヒトへのばく露

も扱うのか。前者のみであれば、特段の対策は必要無い

と思われる。（浅見委員） 

今回の検討は、直接ばく露は扱わないと

回答。 

④処理技術については、導入可能性の観点からコストに

ついても材料がほしい。（浅見委員） 

排水処理メーカー等に対し、処理技術の

内容を含め聞き取り調査を実施中。 

⑤処理技術は難しい。排水基準達成への対応策は、良く

調べていく必要あり。（清水委員）（平沢委員） 

一律排水基準を原則とした上で、処理技

術を踏まえ、暫定排水基準が必要かどう

かしっかり検討することが重要。 

（資料５参照） 

⑥排水系統に出さない管理方策は、代替化や工程での工

夫まで求めるのか。（清水委員） 

代替化までを含める方針と回答。 

第２回専門委員会で各業界の取組として

代替化や生産工程での工夫（副生成の抑

制）等について聞き取り調査を実施。（資

料４参照） 

⑦排水規制がこれまで環境基準の１０倍値としてきたの

はどうしてか。その理由を整理してほしい。（清水委員）

（平沢委員） 

排出水の水質は公共用水域へ排出される

と、そこを流れる河川水等により、排水

口から合理的な距離を経た公共用水域に

おいて、通常、少なくとも 10 倍程度に

希釈されると想定されることに基づくも

の。（別紙１参照） 

⑧処理技術の現状を考慮すれば、暫定基準は必要かと思

う。（中杉委員）（原田委員） 

一律排水基準を原則とした上で、処理技

術を踏まえ、暫定排水基準が必要かどう

かしっかり検討することが重要。 

（資料５参照） 

⑨下水道は、濃度は低いが排水量が大きいために、寄与

率としては相当を占める。環境保健部の業務で調査デー

タがあるので資料に追加してほしい。 

河川水への下水道放流による 1,4-ジオ

キサンの負荷割合としての寄与率は大。

（別紙２参照） 

資料３ 
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⑩国交省の実態把握データも取り入れて濃度データを追

加してほしい。（中杉委員） 

下水道放流水中の濃度は一般的には低い

ことを確認。（別紙３参照） 

⑪要調査項目としての発生源調査を過去に行っているの

で確認してほしい。（中杉委員） 

平成 11 年度から平成 13 年度にかけて要

調査項目発生源対策検討調査を実施。そ

の結果、非意図的な排出の可能性が見ら

れたが、排水口直下において全て環境基

準を大幅に下回るものあり排水濃度は低

いものと考えられる。（別紙４参照） 

⑫多摩川ではよく検出されるが、工業団地などで原因を

確認しても排出源が良く分からない。用途を丁寧にみて

ほしい。特定施設以外からの排出の可能性も考えられ

る。（長谷川委員） 

1,4-ジオキサンの製造業者（３社）にヒ

アリングしたところ、販売先における使

用用途として医薬原薬や感光材の製造に

おける溶媒・溶剤や半導体洗浄用として

の利用が確認された。 

特定施設の追加については、今後の検討

課題と認識。（資料５参照） 

⑬代替は可能と考えるので、使用を代替・抑制するとい

う方向で良いのではないか。（長谷川委員） 

代替可能な用途であれば、それを推奨す

る方針。 

第２回専門委員会で各業界の取組として

代替化や生産工程での工夫（副生成の抑

制）等について聞き取り調査を実施。（資

料４参照） 

⑭代替については、他物質では対応できないという業種

もあるはず。（原田委員） 

⑮処理方法の開発もあわせて考える必要あり。（原田委

員） 
今後の重要な課題と認識。 

⑯環境省実態調査で、廃棄物として排出された廃液は、

どのような処理工程に行くのか。（原田委員） 

1,4-ジオキサンを廃棄物として排出して

いる事業者の処理委託先における処理方

法を確認（１２事業場）。 

多くが焼却処理されており水の排出はな

いという回答であった。 

・焼却（一部セメント燃料）：８/１２ 

・堆肥化：３/１２（※排水なし） 

・中和処理：１/１２ 

⑰マスフローの、大気、廃棄物、その他、について、水

への移行可能性があるのか、無いのか、確認してほしい。

（平沢委員） 

1,4-ジオキサンは大気中で分解され１～

２日で半減する（出典：化学物質ファク

トシート）。また、廃棄物へ移行したもの

は、上記のとおり多くが焼却処理されて

いる。そのため、大気及び廃棄物へ移行

したものから水へ移行する量は少ないも

のと考えられる。 
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【塩化ビニルモノマー、1,2-ジクロロエチレン関係】 

 

 

【1,1-ジクロロエチレン関係】 

 

⑱廃棄物処理関連に関する対策の議論と、整合を取って

議論を進める必要がある。（古米委員） 

廃棄物の取扱いについては、関係部署と

連携を図りつつ検討予定。（資料５参照） 

⑲廃液の処理ではなく、廃液として焼却にまわす過程を

主体に考えると、対応可能性が高くなるのではないか。

（古米委員） 

廃棄物回収された 1,4-ジオキサンにつ

いては、多くが燃焼処理されていること

が確認された。 

廃棄物の取扱いについては、関係部署と

連携を図りつつ検討予定。（資料５参照） 

⑳どのような事業場で使用されているのか、販売のルー

トで追えないか。（古米委員） 

1,4-ジオキサンの製造業者（３社）にヒ

アリングしたところ、販売先における使

用用途として医薬原薬の製造、感光材等

の製造における溶媒・溶剤としての利用

が確認された。 

指摘事項・意見 対応 

①予防的観点から、塩化ビニルモノマーについて地下浸

透を規制すべきではないか。議論が必要と考える。（長

谷川委員） 

今後、議論をいただく予定。（資料６参照） 

②シス体、トランス体及び塩化ビニルモノマーについて

はそれぞれ分解生成物であると考えられるが、シス体に

ついては過去の環境省の調査では、事業場から非常に高

濃度の排水が確認され、排水規制に至った経緯がある。

トランス体、塩化ビニルモノマーが排水中に含まれない

ということではない。これらについて公共用水域への排

出を規制するとなると、環境基準が設定されていないの

で、これまでの排水規制の目的とは別の考え方を取り入

れる必要がある。（中杉委員） 

排水規制の実施目的である環境基準項目

の設定状況、公共用水域での検出状況等

を鑑み、排水規制項目への追加は行わな

い方針。要監視項目として監視を継続す

る。（資料６参照） 

指摘事項・意見 対応 

今回は基準の見直しという扱いだが、検出状況を考える

と、将来的に環境基準として残るのか。その場合には、

排水基準をどう考えるかは難しいと感じる。（古米委員） 

環境基準は当面残す方向で排水基準値の

見直しを検討。（資料７参照） 















（別紙２） 

河川水中に含まれる 1,4-ジオキサンの負荷量収支について 

 

平成 17 年度の環境省調査にて、河川流量観測と水質分析結果をもとに日負荷

量を算出し、河川への物質収支について評価を実施している。その結果、例え

ば多摩川本流への主な負荷源は、多摩川水再生センター、北多摩一号水再生セ

ンターなどの下水処理場であり、負荷量が最も少ない傾向にあったのは平井川、

秋川などの支流であった。 

出典：平成 17 年度水系モデルの構築・高度化のための流域動態解析基礎調査（環境省）

結果より作成 
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（別紙３） 

下水処理場における流入水、放流水中の 1,4-ジオキサン濃度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1,4-ジオキサンの排出量分布及び下水処理場流入放流濃度 

注：「平成 19 年度 PRTR 届出データ」（環境省）に基づいて作成 

注：「平成 21 年度水質汚濁未規制物質排出状況調査」（環境省）、国土交通省調べに基づき作成 

PRTR 下水道排出の事業場の排水を受け入れている下水処理場 （mg/l） 

下水処理場 流入水 放流水 採水方法 

A 2.8～5.2 1.4～3.5 コンポジットサンプリング 

B 0.062～0.60 0.28～0.37 
コンポジットサンプリング 

スポットサンプリング 

C 0.083～0.21 0.069～0.092 スポットサンプリング 

D 0.013 0.012 コンポジットサンプリング 

E ＜0.005 ＜0.005 コンポジットサンプリング 

F ＜0.005 ＜0.005 コンポジットサンプリング 

その他の事業場の排水を受け入れている下水処理場      （mg/l） 

下水処理場 流入水 放流水 採水方法 

88 事業場 
＜0.005 

～0.180※１ 

＜0.005 

～0.078※２ 

※１コンポジットサンプリング 

※２スポットサンプリング 

［備考］ 
流入水（72/88 事業場）、放流水（76/88 事業場）は定量限界未満であった。 

6 箇所 
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（別紙４） 

事業場周辺及び事業場排水における検出状況（1,4-ジオキサン） 

 

平成 11 年度から平成 13 年度の３ヶ年にわたり環境省にて要調査項目発生源対策検討調

査を実施し、これらの物質の発生源周辺の環境中での挙動等の調査を行った。 

１）公共用水域における検出状況 

 平成 11 年度及び平成 13 年度に５つの水域において検出状況を調査した（表１）。 

 

表１ 1,4-ジオキサンの検出状況及び検出濃度 

水域 調査 

年度 

調査 

地点数 

検出率 

（検出地点数） 

検出濃度（μg/L） 

濃度範囲 平均値 中央値 

A 水域 H11 16 100%（16） 0.03～0.55 0.15 0.12 

H13 21 81%（17） 0.02～1.2 0.16 0.10 

B 水域 H11 21 100%（21） 0.16～2.4 0.63 0.41 

H13 20 100%（20） 0.08~4.6 0.84 0.57 

C 水域 H11 24 96%（23） 0.04~39 3.8 0.62 

D 水域 H11 33 100%（33） 0.07~0.87 0.36 0.35 

H13 23 100%（23） 0.25~1.5 0.87 0.89 

N 水域 H13 22 95%（21） 0.02~5.0 1.06 0.44 

全体 H11 94 99%（93） 0.03~39 1.2 0.36 

H13 86 94%（81） 0.02~5.0 0.76 0.56 

出典：平成 13 年度要調査項目発生源対策検討調査報告書（環境省）検出下限値：0.02（μg/L） 

 

２）事業場排水及び事業場周辺における検出状況 

上記５つの水域のうち、1,4-ジオキサンを使用していると報告のあった２つの事業場

の排水中濃度及び排水口周辺の濃度の調査を平成 11 年度に実施した（表２）。 

 

表２ 事業場排水濃度及び周辺公共用水域における濃度状況 

水域 業種 地点 排水口から

の距離 

（m） 

濃度 

（μg/L） 

C 水域 

 

輸送用機械器具製造業 上流地点 -350 0.44 

下流地点 250 4.7 

排水濃度 ‐ 52 

繊維工業 上流地点 -300 4.0 

下流地点 450 23 

排水濃度 ‐ 300 

出典：平成 13 年度要調査項目発生源対策検討調査報告書（環境省）検出下限値：0.02（μg/L） 
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また、平成 13 年度には、1,4-ジオキサンの使用報告がない事業場のうち、非意図的に

排出されている可能性が考えられる界面活性剤（分散剤）を使用している事業場、又は

界面活性剤を使用している可能性がある繊維業を含む 20 事業場周辺の公共用水域の濃

度の調査を実施した（表３）。その結果、12 事業場（下線）において、排水口の上流地

点よりも排水口直下地点において高い濃度が測定され、これらの事業場から 1,4-ジオキ

サンが非意図的に排出されている可能性が考えられた。 

 

表３ 事業場周辺の公共用水域における 1,4-ジオキサンの濃度状況 

水域 業種 地点 排水口から

の距離（m） 

濃度 

（μg/L） 

A 水域 化学工業 上流地点 -180 <0.02 

排水口直下 0 0.22 

流入支川 5 0.02 

下流地点 300 0.06 

プラスチック製品製造業 上流地点 -5 0.16 

排水口直下 0 0.15 

下流地点 95 0.14 

プラスチック製品製造業 上流地点 -10 <0.02 

排水口直下 0 0.07 

下流地点 110 <0.02 

下水処理場 上流地点 -70 0.20 

排水口直下 0 0.14 

下流地点 230 1.20 

下水処理場 上流地点１ -410 0.11 

上流地点２ -410 0.07 

排水口直下 0 1.30 

下流地点 410 0.12 

B 水域 化学工業 上流地点 -180 4.6 

排水口直下 0 － 

流入支川 200 1.8 

下流地点 360 1.5 

輸送用機械器具製造業 上流地点 -50 0.78 

排水口直下 0 0.24 

下流地点 790 0.67 

輸送用機械器具製造業 上流地点 － － 

排水口直下 0 0.52 

下流地点 － － 
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その他 上流地点 -5 0.57 

排水口直下 0 0.10 

下流地点 445 0.56 

下水処理場 上流地点 -90 0.08 

排水口直下 0 0.32 

下流地点 180 0.26 

D 水域 ゴム製品製造業 上流地点 -240 0.91 

排水口直下 0 1.3 

下流地点 270 1.1 

繊維業 上流地点 -5 0.47 

排水口直下 0 0.92 

下流地点 95 0.44 

繊維業 上流地点 -810 0.88 

排水口直下 0 1.2 

下流地点 550 0.83 

その他 上流地点 － － 

排水口直下 0 0.87 

下流地点 255 0.89 

下水処理場 上流地点 -10 0.25 

排水口直下 0 0.94 

下流地点 350 0.76 

下水処理場 上流地点 -150 1.5 

排水口直下 0 0.83 

下流地点 130 1.0 

N 水域 電気機械器具製造業 上流地点 -10 0.07 

排水口直下 0 0.26 

下流地点 260 0.44 

食料品製造業 上流地点 -5 0.02 

排水口直下 0 0.38 

下流地点 215 0.03 

下水処理場 上流地点 -10 1.5 

排水口直下 0 1.8 

下流地点 470 1.2 

下水処理場 上流地点 -10 <0.02 

排水口直下 0 0.38 

下流地点 1510 0.03 

出典：平成 13 年要調査項目発生源対策検討調査報告書（環境省） 
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